
令和６年２月 21 日 
石 川 県 

 デ ジ タ ル 庁 
防災 DX 官民共創協議会 

 

ホテルのときんぷらの無料入浴サービスへの Suicaの活用について 

 

 石川県では、ホテルのときんぷら（能登町）の被災者向けの無料入浴サービスに、交通系 IC

カード「Suica」を活用することで、利用する被災者の利便性向上及び施設の省力化及び被災

者の状況把握を図ることとした。 

 

１．取組概要 

 のときんぷらの浴場の利用者に Suicaを配布し、氏名や住所等の情報を紐づけする。 

 従来の紙製の「無料入浴証明書」に代わり Suicaをカードリーダーにかざすことで、利

便性向上を図るとともに、利用状況を行政及び施設がデータとして把握・分析し、サー

ビスの向上や見守りにつなげる 

 

２．開始日 

  令和６年２月２２日（木） 

 

３．実施場所 

 ホテルのときんぷら （鳳珠郡能登町字越坂１１－５１） 

 

４．概要 

 (1) シールを貼ったオリジナル Suicaの配布に合わせて、必要事項を記入

いただく(初回のみ) 

(2) 読み取り機（リーダー）で読み込むことで、利用者・施設側双方の負

担を軽減 

   ・利用者は受付簿への記入が簡略化 

・施設側は県へ報告する際に必要となる受付簿の転記作業が不要 

  (3) 利用者のデータ（年齢層、利用頻度等）の把握・分析を通じて、施設のサービスの質の

向上や行政の施策の検討につなげる 

   （データ活用のイメージ）） 

・施設：年齢層の分析による入浴サービスの充実 

・行政：避難状況の分析による地域の入浴サービスの検討 

 

５．その他 

・ 今後、協力をいただける入浴施設へ随時拡大を予定 

（2/7より志賀町の避難所にて Suicaによる避難所情報の把握を開始） 

 

 問い合わせ先 

担当：石川県デジタル推進課／復興生活再建支援チーム 竹本 

外線：076-225-1902 


